
一般選抜は、本学の建学の精神やアドミッション・ポリシーを理解し、本学の教育水準にふさわしい基礎学力を持つ
者を、学力試験により選抜する入試です。
この入試区分には、大学入学共通テスト成績利用入試と同時出願可能な日程があります。

一般選抜

日程 出願期間 試験日 合格発表日 １次入学手続締切 ２次入学手続締切
A日程 １月５日（金）～１月17日（水） ２月２日（金） ２月８日（木） ２月15日（木） ２月22日（木）

B日程 １月５日（金）～２月13日（火） ２月17日（土） ２月22日（木） ２月29日（木） ３月７日（木）

C日程 ２月１日（木）～２月26日（月） ３月８日（金） ３月14日（木） ３月21日（木） ３月28日（木）

1  日程 入試日程 入試科目
国際学部国際言語文化学科 子ども学部

子ども未来学科

国際教養専攻 英語コミュニ
ケーション専攻

国際ビジネス
コミュニケーション専攻

東アジア言語
文化専攻

児童教育専攻
幼児保育専攻

A日程
B日程

英語 150点 200点 200点 150点 150点

国語 150点 100点 100点 150点 150点

C日程 小論文 100点

7  試験科目・配点

入試
区分 一般選抜 大学入学共通テスト

成績利用入試 同時出願

① A日程 ー 不可
② B日程 前期 同時出願可能
③ C日程 中期 同時出願可能
④ ー 後期 不可

一般選抜と大学入学共通テスト
成績利用入試を同時出願する場合

30,000円

次のいずれかに該当する者
・�高等学校（中等教育学校後期課程および専修学校高等課程を含む）を2024年３月に卒業見込みの者、またはすでに卒業した者
・通常の課程による12年の学校教育を2024年３月までに修了見込みの者、またはすでに修了した者
・�学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者、または

2024年３月31日までにこれに該当する見込みの者

2  出願資格

①写真
②調査書、高等学校卒業程度認定試験合格証明書および合格成績証明書、その他修了（見込）証明書のいずれかに該当するもの
③自己PRシート
④民間の英語資格・検定試験のスコアの写し（資格・スコアを所持しており、かつ英語４技能の評価点が利用できる場合のみ必要）

3  出願書類

30,000円
4  検定料

対象資料 加点数等 内容

調査書等 ０点～ 10点 調査書の学習成績の状況等の内容を総合評価に加点

自己PRシート ０点～ 10点 自己PRシートの内容を学力の３要素に基づいて総合評価に加点

民間の英語資格・
検定試験のスコア

別表参照
P.3

英語資格・検定試験スコアは出願時点までに確定したもの全ての中で最もスコ
アが高いものを対象とし、文部科学省が指定する英語資格・検定試験のスコアを
P.3「各資格・検定試験とCEFRの対照表」（文部科学省指定）に基づいて換算した
評価点と「英語」の得点を比較し、いずれか高い点数を「英語」の得点とする。

6  加点・評価点について

日程 試験会場

A日程 本学 福岡 広島 宜野湾

B日程 本学 福岡 広島 宜野湾

C日程 本学

9  試験会場 P.5

時間 A日程・B日程 C日程

12：50 ～ 13：10 受付 受付

13：20 ～ 14：20 英語（60分） 小論文（60分）

14：40 ～ 15：40 国語（60分）

10  試験日スケジュール

一般選抜

大学入学共通テスト成績利用入試と同時出願可能

5  一般選抜と大学入学共通テスト成績利用入試の同時出願および検定料について
一般選抜と大学入学共通テスト成績利用入試の両方を１度に出願できる日程があります。
本年度は「同時出願可能な日程」の表の通り、②または③の組み合わせでの同時出願が可能です。

同時出願可能な日程 検定料

日程 科目 出題範囲 出題方針 出題形式

A日程
B日程

英語

コミュニケーション英語Ⅰ 総合的な学力が身についているか
どうかを確かめ、設問は、文法、語
い、発音に関する知識や文章を読み
取る能力を問う問題を出題します。 
リスニングは実施しません。

マークシート式と記述式
（全体の10％程度）の併用コミュニケーション英語Ⅱ

英語表現Ⅰ

国語
国語総合 基礎学力が身についているかどうか

を確かめ、設問は、語句の解釈、文意
の把握、文法、文学史、漢字とします。

マークシート式と記述式
（全体の10％程度）の併用近代以降の文章を出題

古典（古文・漢文）は含まない 

日程 科目 論述について 採点の対象

C日程 小論文
最近 3 年以内に発行された論文、書籍、新聞記事、雑誌記事、インター
ネット記事などを読んで、考えたことや、指示されたことを800字以内で
論述することが求められます。

・記事の内容把握
・�自分の意見が明確に表

明されているか
・�問題指示に対応できて

いるか

A日程およびB日程は、英語、国語の２科目、C日程は小論文で選考します。各専攻ごとの配点は以下の通りです。

8  出題範囲・方針・形式

【不正行為の禁止と罰則】
試験中は、スマートフォン・デジタル時計など、すべての電子機器は使用できません。使用が確認された場合、その場で
受験資格が取り消しとなります。また、試験監督者の指示に従わない、解答用紙をのぞく、試験開始前に問題用紙を開
く、試験中の私語も不正行為にあたり、失格となります。

【遅刻】
試験開始時間から30分以上遅刻すると失格になります。

11  一般選抜を受験する際の注意事項

12 13
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